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活 動 名 木もれびの森 植樹苗保全活動 活動日時 2024年 11月 5日	 13:45~15:10 

 
場	  所 B地区植樹地 出席者 相模原市水みどり環境課、大野台小学校６年生、SC相模原、NPO

法人相模原こもれび 
 
活	 動 
 
内	 容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１．活動内容：緑の祭典植樹会場のツル取り、ツボ刈りを実施する。 
２．目的：ボランティア団体、企業、小学校、市の協働事業として緑の祭典植樹地の保全活動 
を実施することで、植樹苗の健全な生育を促進するため実施するもの。  
また、企業の社会貢献活動、教育機関の環境教育の場、緑地保全団体による保全活動などそれ

ぞれの立場で、森へ関わりながら、市民への関心を高め、都市部に残された貴重な自然環境に

恵まれている木もれびの森を将来に渡り良好に保全し、自然が地域と共生できる環境をつくる

ことを目的とする。 
３．対象地 ：植樹会場１及び大野台小学校植樹地 
４．スケジュール  
時間 	 	 内容 場所  
13：25 小学生学校出発、移動   
13：40 集合 学校植樹地  
13：45 挨拶・説明（市、こもれび） 学校植樹地  
13：55 作業開始：ツボ刈り、ツル取り 植樹会場１、学校植樹地  
14：20 作業終了：ツボ刈り、ツル取り⇒移動 植樹会場１、学校植樹地  
14：30 レクリエーション活動 芝生広場  
15：00 終了、挨拶（大野台小学校） 芝生広場  
15：05 小学生移動、参加団体片付け後解散   
15：15 小学生学校到着 

 
５．コメント・特記事項 
・植樹地①では背丈３０ｃｍほどの苗を５月に植え苗と支持竹棒を麻ひもで結んでいたため、

苗と刈るべき草・ツルの区別がつきやすかった。	 小学校植樹地は背丈１０～２０ｃｍ程度の

苗を植えたため、苗の判別が難しかった。	 植樹して５か月経過したが植樹苗が無くなってい

た場所が１割程度あった。 
・子どもたちが植樹地に入る前に刈払い機で背丈の高い草を刈っていたので、子ども達は作業

がし易かった様子。 
・草刈り作業時間が２５分程度と短く、作業終了を伝えると「もっとやりたい―」の声が上が

った。 
	 	  
・草刈り作業後、子ども達と SC 相模原のメンバー等は中央緑地に移動し、ボールを使っての
ふれあいの時間を過ごした。 

	 	 	  
当会の会員は草刈り作業で使用した道具類の片づけを行った。 

その他 
付記事項 

当会からの支援者：	 安達、黒岩、平野、本田、目黒夫妻	 合計６名 
タウンニュース社の取材を受けた。	 記事の掲載は１１月１４日（木）の予定。 

 


